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第６次総合計画の進行管理について（案） 

 

１．対象 

第６次総合計画第１期基本計画では、生駒市の将来都市像「自分らしく輝けるステージ・生駒」を実現する

ため、６つの『まちづくりの目標』を掲げ、１８の『施策の大綱』、３０の『基本施策』を位置付けており、基本施策

に約４００の取組を掲げているが、第１期基本計画を構成する最も基本的な単位である３０の基本施策（小分

野）を対象とする。 

 

＜施策の体系＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．進捗状況の検証 

事前に行政内部において計画の進捗状況の検証・分析を行い、計画の進捗度合いを測っている。その上

で、外部委員会（総合計画審議会）において行政内部で測った進捗度について、進行管理検証シートをもと

に審議を行い、審議会からの意見を付した上で、最終的な計画の進捗度とする。 

審議に当たっては、行政内部で事前に計画の進捗状況を検証し、各部会に分かれて検証を行う。部会に

おいては、当該細分野における主担当課出席のうえ審議を行う。部会２回と全体会２回程度で検証報告書

をとりまとめる。 

 

３．検証の体制 

 総合計画審議会では、審議会委員（１５名）を３つの部会（各５名）に分け、全３０分野を行政経営・安全分野

（第一部会：１０分野）と都市基盤・環境分野（第二部会：１０分野）、福祉・教育分野（第三部会：１０分野）に区

分して、それぞれの部会において進捗状況の検証を行う。部会終了後に全体会を開催し（第２回）、各小分

野の検証結果のとりまとめを行い、検証報告書の作成を行う。 

 

 ＜生駒市総合計画審議会開催日程＞ 

 第１回 第２回 

全体会 ６月２１日 11：00 １０月４日 13:30 

部会 

第一部会 ８月１８日 １０：００ ８月１９日 13：30 

第二部会 ８月９日 10：00 ８月２３日 13：30 

第三部会 ７月２６日 13：30 ９月 １日 10：00 

まちづくりの目標（大分野） 

施策の大綱（中分野） 

基本施策（小分野） 

行政の４年間の主な取組 

基本構想 

基本計画 

 ６ 

１８ 

３０ 

約４００ 

進行管理の
検証レベル 
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４．部会別検証分野 

〈第一部会） 〈第二部会） 〈第三部会）

[検証分野]　行政経営・安全分野 [検証分野]　都市基盤・環境分野 [検証分野]　福祉・教育分野

小分野№ 小分野名 分野数 小分野№ 小分野名 分野数 小分野№ 小分野名 分野数

141 防災 411 住宅環境 111 健康づくり

142 消防 412 都市づくり 112 医療

151 生活安全 421 道路・公共交通 121 高齢者保健福祉・地域福祉

311 人権・多文化共生 422 上下水道 131 障がい者保健福祉

312 男女共同参画 431 低炭素・循環型社会 211 母子保健

321 市民協働・地域コミュニティ 432 生活環境 212 子ども・子育て支援

611 行政経営 441 緑環境・公園 221 学校教育

612 情報提供・情報利活用 511 都市活力創造 222 青少年

613 財政経営 521 商工観光 331 生涯学習・スポーツ

614 職員・行政組織 531 農業 332 歴史・文化振興

委員構成 委員構成 委員構成

森　裕之 久　隆浩 高取　克彦

清水　裕子 田中　晃代 大谷　裕美子

伊藤　征史郎 鐵東　貴和 淺間　晋一

中垣　由梨 楠　　正志 藤尾　庸子

和田　牧子 山上　和栄 上山　育子

10分野10分野 10分野

立命館大学政策科学部　教授

畿央大学健康科学部　准教授

生駒市自治連合会　副会長

CODE for IKOMA

公募市民

近畿大学総合社会学部　教授

近畿大学総合社会学部　教授

生駒商工会議所　会頭

エコネットいこま　副代表

公募市民 公募市民

生駒市健康づくり推進員連絡協議会　会長

生駒市民生・児童委員連合会　会長

文部科学省　CSマイスター

畿央大学健康科学部　教授

 

（敬称略） 


